
 
私たちの身の回りにある種々の材料を構造

材として用いる場合、その機械的特性が重要

となります。その中で硬さは比較的測定が容

易であり、特性値として広く利用されていま

す。私たちの日常生活の中で、硬いもの柔ら

かいものを経験していながら、硬さの本質を

簡単に表現することは難しいことです。 
硬さは、磨耗に対する抵抗、引掻きに対す

る抵抗、弾性係数、降伏点、破断強さ、粘り、

脆さ、展延性など広範囲の物性に関連する性

質です。「材料の硬さは一般にその材料の塑性

変形に対する抵抗を表す一つの尺度である。」

と言う定義が妥当であると考えられます。従

って、硬さとは物体の強固さの程度を示すも

のであって、相互に関連した多くの基本的性

質（物性）の複雑な集合体であると言えます。 
材料に適用された最も古い硬さ試験の一つ

は、引掻きによるものです。モースは鉱物に

相互に引掻ききずを作ることによって、かた

さを１～１０までの１０個の段階に分類しま

した。これはモースの硬さとしてよく知られ

ています。硬さの試験方法は、静的硬さ試験

と動的硬さ試験の２つに大別されます。前者

には引掻きによるモース硬さおよび押し込み

によるビッカース硬さ、ロックウェル硬さ、

ブリネル硬さなどがあります。後者には反発

によるショア硬さがあり、これは材料の弾性

を反映していると考えられます。 
 本研究所においても依頼試験業務および研

究業務で各種材料の硬さの測定を行っていま

す。対象とする材料の種類として金属、プラ

スチック、セラミックス、木材等に大別され

ます。 

【金 属】 

金属材料の硬さ試験法はＪＩＳ規格で、ブ

リネル硬さ、ビッカース硬さ、ロックウェル

硬さおよびショア硬さの４種類が規定されて

います。企業から依頼される試験法としては

ロックウェル硬さ、ビッカース硬さの指定が

多く、次にブリネル硬さ、ショア硬さの順と

なっています。 

 

【プラスチック】 

プラスチック材料は金属材料に比べて、一

般に著しい粘弾性的な性質を持っており、硬

さにおいてもこの特性が現れています。プラ

スチック材料では、主にロックウェル硬さ及

びデュロメータ硬さが用いられています。 

【セラミックス】 

セラミックス材料の硬さ試験法は、金属材

料と同様にロックウェル硬さ、ビッカース硬

さ、ブリネル硬さ、ショア硬さがありますが、

主にビッカース硬さが用いられています。ま

た脆性金属、ガラス、セラミックスなどの極

めて脆い材料の場合、押込み硬さ試験によっ

て微小な亀裂を発生することが知られていま

す。微小な亀裂を定量的に評価することによ

り、硬さは脆性を表す尺度としても利用する

ことができます。 

【木 材】 

木材の硬さ試験法は、金属材料におけるブ

リネル硬さ試験法と似ています。その試験法

を図に示します。直径１０ｍｍの鋼球を深さ

（１／π）ｍｍ（約 0.31ｍｍ）まで圧入し、
その時の荷重（Ｎ）を接触面積（10mm2）で

割って、単位接触面積当たりの力の値を得、

硬さの値としています。 
 
企業からの硬さ測定依頼件数は金属材料が

最も多くなっています。それは適正に金属材

料が熱処理されているかどうかの確認のため

に行なわれます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 木材の硬さ試験法 
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